レノボによる中国農村市場のマーケティング戦略 by 朴 哲
103
1．ケーススタディの意図
　2012年の『中国統計年鑑』によると都市部のパソコン保有率は 81％，農村部の保有率は 15％
だった。都市の市場はほぼ飽和状態になっている。世界的な不況とタブレットの出荷の増加に伴
い PC市場は大幅な下落が予想されているが，中国の内需拡大策「家電下郷」は液晶テレビやパ
ソコンの販売拡大に大きく貢献しており，中国農村市場は PCメーカー各社にとっては，是が非
でも確保しなければならない最重要プロジェクトの 1つとなっている。レノボは中国農村市場に
おいて 2004～ 2009年の農村市場でトップシェアを占めていた。本ケースを通じて，レノボがど
のようなマーケティング戦略をとったのかを明らかにする。議論を通して，中国の農村に適合す
るマーケティング戦略について知見を得てもらえればと考える。
2．ケース討議のための設問
　（1）　2012年時点でのインターネットを利用する場所について質問紙調査をし（複数回答），
農村部では「家庭内」53.0％，「ネットカフェ」48.5％という調査結果を得た。一方，都市部
のタブレットの出荷率は増加している。家庭内とネットカフェのインターネットの利用率が
非常に高い中国の農村ではタブレット，ノートパソコン，デスクトップの普及はどうなるの
か？各メーカーが農村向けに多様な商品を開発したが，どのような商品が売れるのか？
　（2）　中国において有名な PCメーカー清華同方が，2009年から中国の最大手量販店国美と手
を組んで大都市で農村向けパソコン販売を始めた。アンケートによれば，偽物が多い中国農
村市場より信頼性が高い都市部の大型量販店で買う人が多い。レノボは農村部で専門店を中
心に販売チャネルを構築したが，大都市向けチャネルはどのように構築すべきか？
　（3）　レノボはインド，インドネシアなど発展途上国の市場で非常に高いシェアをもっている。
中国の農村部での経験を他の発展途上国の農村市場に生かすことができるのか？
3．想定されるデイスカッションのポイント
　（1）　他の PCメーカーの農村部における販売チャネルと，レノボの相違点を検討せよ。
　（2）　人口構造，インフラなど発展途上各国の農村の相違点について検討せよ。
　（3）　中国の農村部と都市部のライフスタイル，環境の相違点について検討せよ。
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